
はしがき

土地利用の分布やその時系列的変化は，地域の自然環境や社会経済環境の現

況や変化を端的に映す鏡であり，人間の営為が地表面に対して及ぼした影響を

はかる指標である。したがって，地理学のような人と自然の関係を地域的視点

で捉える学問分野にとって，土地利用の分析はその基本をなすものといえる。

本書は， 2005~2010 年にかけて編者らがアジアの 7 都市(東京，大阪，ソ

ウル，台北，バンコク，ジャカルタ，マニラ)の 31時期を対象に作成した土地

利用メッシュデータを主に用いて，おおよそ 20世紀の 100年間という時間ス

ケールで¥都市発展と地形・大気・水環境といった自然環境との相互関係につ

いて追究した研究の成果を 1if甘の書籍としてまとめたものである。

本書でも取り上げるようなアジアの大都市の多くは，大河川下流沿岸の低平

地に立地しここ 50~ 100年という期間で急激に人口が増加し都市として

の変貌を遂げてきた。それに伴い，水資源問題，都市熱(ヒートアイランド)

問題，地盤沈下や地下水汚染などに象徴される地下環境跨題などを引き起こし

てきた。しかし都市としての発展段階や成熟度には都市開で相違があり，そ

れに伴う上記のような都市環境問題にみられる顕在的，潜在的特性にも相違が

ある。したがって本書が主に取り上げる 7都市は，それぞれ都市としての発展

時期や発展度が異なることを念頭に置いて選定されている。

なお，本書に掲載されている各章は，すでに学会誌等で公表済みの論文をも

とにしたものが大半であり，本書の趣旨と構成に即して再編成した上で加筆修

正している。以下に，その初出一覧を示す。
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本書に掲載されている研究成果の多くは，総合地球環境学研究所の研究プロ
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として行われたものである。本書を刊行するにあたり，総合地球環境学研究所

の谷口真人先生には，研究プロジェクト実施中から今日に至るまで，われわれ

の研究に対して常にご理解とご支援を賜りました。また. I可プロジェクトのメ

ンバーとして現地調査に出かけ研究をともにした多くの方たち，現地でわれわ

れのお世話をしてくださったカウンターパートの方たちからも， さまざまなサ

ポートをいただきました。酪農学園大学の金子正美先生. NPO法人 EnVision
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ました。ここに記して感謝の意を表します。

なお，本書で作成した 7都市 3時期の土地利用メッシュデータ(シェープ形

式)を，ご自身の研究や教材作成等に利用したい方は，下記，編者のメールア

ドレスまでお問い合わせください.

2016年 3月
編 者 山 下 亜 紀 郎

akio@geoenv.tsukuba.ac.jp 
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